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一般演題 減圧症・潜水医学OP4-4
潜水士のCO中毒防止対策（吸入気体のCO測定）
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【はじめに】
　2022 年，第 56 回本学術総会にて潜水士の CO 中毒疑い
事例を発表した。2023 年より複数の現場で安全対策として
CO ガスモニターを導入し，潜水士に送気する圧縮機の空
気取入口に装着した。この運用における現場での CO レベ
ルと中毒対策について報告する。
【測定方法】
　潜水士へ送気を行う際に使用する空気圧縮機の吸気ホー
ス先端付近（空気取入口）に CO ガスモニター（理研計器
製　GX-3R PRO）を取り付け，CO レベルを 5 分毎にモニ
ターし，CO 濃度を記録した。CO 濃度の確認は本体のモニ
ターを目視して行うが 25ppm を超えた場合は警報音で送
気員へ知らせた。
　測定は動力がガソリンエンジン，ディーゼルエンジン，
200V モーターの 3 種類の空気圧縮機について行い，異な
る現場状況で測定した。また 1 週間に 1 度の割合で赤外線
通信を用いて CO 測定データを保存した。

【結果】
　ガソリンエンジン式空気圧縮機では約 755 時間 30 分の
計測で 9,141 回のデータを記録する事ができた。このうち
0 ppm は 8,300 回（90.8％），警報音の鳴らない 1 ppm から
13ppm は 788 回（8.6％），25ppm 以上で警報が鳴った回数
は 58 回（0.6％）であった。またディーゼルエンジン式空
気圧縮機では約 135 時間 29 分の計測で 1,603 回のデータを
記録する事ができた。CO は全く計測されず 1,603 回全て
0 ppm（100％）であった。そして 200V モーター式空気圧
縮機では 171 時間 3 分の計測で 2,033 回のデータを記録す
る事ができた。このうち 0 ppm は 1,983 回 97.5％），警報音
の鳴らない 1 ppm から 4 ppm は 50 回（2.5％），25ppm 以
上で警報が鳴った回数は 0 回（0％）であった。
【まとめ】
　高気圧作業安全衛生規則では CO 濃度規定は無いが，日
本産業衛生学会の許容濃度は 50ppm であり，アメリカ産
業衛生専門家会議（ACGIH）では 25ppm となっている。
過去の事故よりガソリンエンジンで空気を圧縮する場合は
危険性が知られている。実際に CO ガスモニターを導入し
た全ての現場では浮上後に気分が悪くなる潜水士の事例は
無かった。法規で配置が定められている送気調節業務員は
送気圧力の確認や空気圧縮機の運転状況，燃料の確認，ド
レーンの排出など様々な業務のなかで警報音による風向変
更を知る事が出来るので業務の補助として非常に有効であ
ることが分かった。今回ガソリンエンジンで 25ppm 以上が
計測された 58 回（0.63％）を非常に重く受け止めている。
今後は全ての空気圧縮機を使用する現場で CO モニターを
有効に活用して潜水士の CO 中毒を防いでいきたい。




